
 
未来への記憶を呼び覚ます… 

文画人・堤楢次郎が記録した  
大正・昭和の水都・大阪の眺めから 

    

第191回「河川文化を語る会」 2016.11.30  

           

大阪ガス（株）エネルギー・文化研究所：略称CEL 

特任研究員 弘本由香里             

CEL/U-CoRoプロジェクト「上町台地 今昔タイムズ」 
の取材を入り口に、地域のみなさまからの学びを通して 
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本日のお話しの流れ（目次） 

Ⅰ： 本日のテーマを選んだ経緯など 

    CELの研究・活動との関係から 
 
Ⅱ： 大大阪のフロンティアへのまなざし 
       記録画家・堤楢次郎が登場した時代とは 
 
Ⅲ： 堤楢次郎の画業と作品に宿るメッセージ 
   上町台地をかたどった水辺の風景と土地の記憶 
 
Ⅳ： おわりに  
   未来への記憶を呼び覚ます 
 
 
 
 
 

 



 
Ⅰ： 本日のテーマを選んだ経緯など 

CELの研究・活動との関係から 
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エネルギー・文化研究所（CEL）の研究・活動の特徴 

● ＣＥＬ＝大阪ガス エネルギー・文化研究所の研究・活動 
⇒ 生活者の視点で、持続可能な住まい・暮らし・まちづくりへアプローチ 
 

  

【研究・活動の特徴】 
 ・長期的な視点でテ 
  ーマ設定 
 ・社会そのもののあ   
  り方に着目 
 ・理論と実践を両輪 
  とする 
 ・社外の多様なセク 
  ターとの協働 

【研究・活動の展開イメージ】 
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自己紹介：住まい・まちづくりとの関わりの歩み 

①雑誌『新住宅』の編集に携わり、住まい・まちづくりの世界へ 

②ＣＥＬ（カルチャー、エネルギー、ライフ）の研究・活動  

  ⇒ 持続可能な住まい・暮らし・まちづくりへアプローチする   

      生活者の視点 

③大阪市立住まい情報センター＆住まいのミュージアム（大阪くらしの今昔

館）開設への関わり  

   ⇒ 住むまち・大阪の歴史の再評価と再生 ⇒ 都市居住   

         文化の再構築への視点 

④大阪・上町台地をフィールドとしたまちづくりへの関わり  

    ⇒ 地域資源とコミュニティ・デザインの視点 

⑤実験集合住宅ＮＥＸＴ21第3フェーズでの地域コミュニケーションデザイン

実験（U-CoRoプロジェクト）の展開 

⑥同志社大学とCELによる「コミュニティ・デザイン論」講座の開設と出版 

⑦生活者の視点、コミュニティ・デザインの視点から、住宅まちづくり審議会

、文化振興審議会、河川整備委員会等への参加 

 など 
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地域資源とコミュニティ・デザインへの着目 

・ アイデンティティの形成を支
える基盤の再生 

・ いのちの連続性を実感でき
る基盤の再生 

・ 多世代・多文化間コミュニケ
ーションを媒介できる基盤の
再生 

・ 地域・社会の知恵の継承・
共有を担保する基盤の再生 

 

大阪・上町台地界隈をフィールドに、 
地域資源を活かしたコミュニティ・デザインの試みへ 

・ 地域の自然・環境との“つながり” 
・ 地域に暮らす多様な人との“つな

がり” 
・ 地域の歴史・生活文化との“つな

がり” 

地域資源を媒介に、人と人、人と地域の時間的・空間的
“つながり”を重層的に紡ぎ、いのちと暮らしの基盤の再生 

課題 地域資源の活用 

“地域資源”とは、地域の特性を物語
る、自然、建築・街並み、生業、産
物、人・組織、祭事、風習など 

目的 

フィールド・
トライアル 
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玉造界隈 

生野・鶴橋界隈 

空堀界隈 

下寺町・ 

逢阪界隈 
五条界隈 

実践フィールド：上町台地の地形・地理 

・ 大阪市中心部、大阪城から南へ延びる 
   高台（かつて東・西は海）、大阪の歴史の原点 
・ 台地の履歴とともに、宗教、教育、文化、医療、 
  福祉、緑地等の資源が集積 
・  現在、都心居住エリアとして人気を集める 
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参考： 
古代・上町台地のランドスケープ：水都・大阪の原点 

出典：大阪歴史博物館特別企画展 2016.7.16～8.29 
「都市大阪の起源を探る 難波宮前夜の王権と都市」展覧
会パンフレットから 

6世紀 上町台地古地理図（『大阪上町台地の総合
的研究』）※出典右記資料 

上町台地北部の6世紀から7世紀前半の様子（水の豊富な谷々で多彩  
 なものづくりが行なわれていた） ※出典下記資料 
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大阪城 

難波宮 

四天王寺 

 空堀 

 五条 

 東筆 

 ｺﾘｱﾀｳﾝ 

 北大江 
大阪城築城からの歴史があ
るが、戦前の住商混在のまち
は戦災で消失 

戦後は、官公庁や学校が集
積するとともに、問屋街、オフ
ィス街に 

近年、利便性の高い都心立
地でマンションが増加 

江戸期から市街化され、戦災
も免れたため、路地と長屋の
街並みが残っている 

長屋の再生・活用の取り組み
も広がりをみせる 

一方で、近年マンション建設
が進みまちの姿が変わりつ
つある 

大正・昭和初期から市街化が進
み、戦後は病院群と住商工が混在
する下町として発展 

大阪赤十字病院や府営住宅の建
替えにともなう再開発で、大規模マ
ンションが林立するまちへ大きく変
貌し、人口が5倍以上に急増 

 
大正期は、村が点在する田園
地帯。昭和初期から、平野川
改修工事や中小工場の立地
が進み市街化。在日コリアン
の移住・集住も進んだ 

近年、多文化共生のまちづく
りが活発に取り組まれている 

明治期までは、小さな集落が
散在する郊外地。学校や病
院の立地とともに、戸建て住
宅地、文教住宅地として発展 

近年マンション建設が進み、
人口が急増、子育て世代が
大量に流入している 

● 

● 

● 玉造稲荷 

NEXT21 

高津宮 

寺
町
・   

寺町・   

● 

生國魂神社 

上町台地の現在： 地域の履歴・特徴の例 
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上町台地の現在： 集積する地域資源（例） 

空堀 

下寺町・  
逢阪 

玉造 

ｺﾘｱﾀｳﾝ 

NEXT21 

町家・
長屋 

伝統
野菜 

実験集
合住宅 

多文化 

寺院・
神社 

大阪城 

四天王寺 

難波宮 

ゲスト
ハウス 

釜ヶ崎 
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■地域資源を活かしたウィンドウ展示を核に 
 U-CoRoプロジェクト第1ステップ（2007-2012） 

□ 15のコンテンツ中 4 件、「減災文化の創造」をテーマとしたコンテンツの埋め込み 

地域資源を活かした関係性の再編：U-CoRoプロジェクトStep1 

手
法
・
狙
い 

□ 15のコンテンツ中 1 件、台地周辺の「水脈」をテーマとしたコンテンツの埋め込み 



p12 

 
U-CoRo Ｓｔｅｐ1：  
ウィンドウ展示vol.14で水脈をテーマに「上町台地・水先案内」 

 vol.14 で水の恵みとリスクを分かち合ってきたまちの記憶をたどった 
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U-CoRo Ｓｔｅｐ1： 
「上町台地・水先案内」の取材で幻の川めぐりへ 

 失われた水辺の記憶の痕跡をたどり、見えない風景に思いを馳せる 

案内人・足代健二郎氏を通して、堤楢次郎作品に出会う 



p14 

■U-CoRo Ｓｔｅｐ1で築いたネットワークとコンテンツを礎にＳｔｅｐ2へ展開（2013年～） 

・過去と現在を行き来しながら、未来を考える壁新聞「上町台地 今昔タイムズ」を発行 
・街角のコミュニケーション・ツールとして、顔の見えるコミュニケーションを促進 
・個人の体験・記憶と、都市の歴史資料をつなぎ、地域の智恵として共有する 
・自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方 
・身近な暮らしのなかにある歴史を共有し、将来につながる種とする試み 

ウィンドウ展示vol.1～15 「上町台地 今昔タイムズ」発行 

U-CoRo  Step2： 
過去・現在・未来をつなぐ、「上町台地  今昔タイムズ」の発行へ 
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「上町台地 今昔タイムズ」：資料と記憶からまちを見つめ直す                                

vol.4 で文画人・堤楢次郎が記録した水辺の風景と土地の記憶にフォーカス 

vol.1 vol.2 vol.3 

vol.5 vol.6 vol.7 
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…私たちが暮らす“上町台地”。古代から今日
まで絶えることなく、人々の営みが刻まれてい
ます。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経
験しました。時をさかのぼってみると、まちと暮
らしの骨格が浮かび上がってきます。… 



 
Ⅱ： 大大阪のフロンティアへのまなざし  

記録画家・堤楢次郎が登場した時代とは 
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2015年： 「大大阪」誕生から90年を経て 

• 2015年は、大阪にとって幾重にもシンボリックな年とな
った。 

• 「戦後70年」は言うまでもないが、奇しくも「大坂城落
城400年」、「道頓堀開削400年」。 

• さらに大阪市が面積・人口ともに全国最大となった大
正末期の「大大阪誕生90年」にも当たった。 

• 特定の周年のみに価値があるわけではないが、それ
を機に日常的に歴史を振り返って考える視点を得るこ
とができるならば、シンボルイヤーも無駄にはならな
い。 

• 『上町台地 今昔タイムズ』では、2013年から2015年に
かけて、都市の将来に向けて、「大大阪」に関連する
題材を取り上げてきた。 
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近世大坂と近代大阪の境目：「大大阪」の時代 

• 明治22（1889）年の大阪市制施行時、15.27㎢だった
市域は、大正14（1925）年の第二次市域拡張で181.68
㎢に一気に広がり、当初の約12倍近く、現市域の大
半を編入した。 

• 市制施行時の人口は47万人だが、第二次市域拡張
で当初の約4.5倍の211万人に達し、面積・人口とも全
国最大と都市となり、「大大阪」と呼ばれた（昭和7年
10月には東京が最大に）。 

• 大阪のまちは、近世に築き上げられた大坂三郷（北・
南・天満）を核としつつ、明治後期から周辺地域を急
速に合併・開発し、近代化のスピードとともに拡張して
いった二重構造を宿している。 

• 「大大阪」時代を振り返る営みは、将来に向けて自ら
の都市としての特性をとらえ直す機会となる。 



p20 

河川から鉄道へ：都市構造が激変する 

「上町台地 今昔タイムズ」vol.1でとらえた都市化の動態 
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都市拡大のプロセスをリアルにとらえる 

• 近代工業の受け皿となった工場と労働者の住まいや
盛り場は、近世大坂の周縁部に集積し、交通網の整
備や河川改修等に呼応しながら、さらに外側へと広が
っていった。 

• まちはずれの駅の誕生から、徐々に市街地への侵
入、郊外への延伸とともに、果てしなく拡張していった
市街地の変遷のプロセスを、リアルな記憶として共有
する「上町台地 今昔タイムズ」の試み。 

• 「大大阪」の誕生前後に起きた現象は、反転して見れ
ば周辺に広がる数々の村の消失、豊かな田園地帯の
市街地化という出来事でもあった。 

• 失われた村々や田園は、どんな姿をしていたのか。
人々はどんな思いを抱え、変わりゆく風土と対話して
いたのだろうか。問いが立ち上がってくる。 
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刻々と都市化の波が押し寄せる：台地の東側の眺め 

田園地帯から工場と長屋が建ち並ぶまちへ急変 

大正13（1924）年撮影の航空写真、左は玉造駅周辺、右は舎利寺村・田島村付近（大阪城天守閣蔵） 

上町台地 今昔フォーラムvol.4（2015年9月12日）から 
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…まさに「大大阪」誕生前後のまちと村々の変化
の渦中に生き、記録に努めた人物がいました。 
明治・大正・昭和を生きた、稀有な記録画家・堤
楢次郎です。近世の名残をとどめていた明治の
大阪が、大正から昭和へと、一気に拡大していっ
た時代を、日本画と文で誠実に記録しています。
そのまなざしを手掛かりに、未来への記憶を呼び
覚ましましょう。… 



 
Ⅲ： 堤楢次郎の画業と作品に宿るメッセージ  

上町台地をかたどった水辺の風景と土地の記憶 



p25 

文画人・堤楢次郎が見つめた大阪 

「上町台地 今昔タイムズ」vol.4 でよみがえる水辺の風景と土地の記憶 

発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所  企画：U-CoRoプロジェクト・ワーキング 
編集にあたって、楢次郎氏の作品や足跡の研究・発表に尽力されている猪飼野探
訪会の足代健二郎氏・小野賢一氏に全面的に協力いただいた 
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注記） 
• 『上町台地 今昔タイムズ』に掲載の堤楢次

郎氏の作品は、『鶴橋猪飼野画集-文画人
・堤楢次郎が描いた大正・昭和時代の鶴橋
・猪飼野の世界』（小野賢一、2011年）、『日
本画家・堤楢次郎が描く大正・昭和時代の
水都・大阪-川から眺めた街』（小野賢一、
2013年）に収録されたもののなかから、上
町台地の東西の印象的な風景が描かれた
ものを選んでいます。 

• 作品の掲載については、作品継承者（直系
の孫）・堤條治氏のご承諾を得ています。 

• 作品のタイトル・時期、描かれた場所や時
代についての解説等は、堤楢次郎本人が
書き残した説明書きや調査をもとに、猪飼
野探訪会の足代健二郎氏・小野賢一氏が
中心となってまとめられた研究成果（上記
文献等）によるものです。 

• 文中、堤楢次郎氏の敬称は略しています。 

小野賢一氏 

足代健二郎氏 

堤條治氏（右端） 
写真は、上町台地 今昔フォーラムvol.4（2015年9月12日、
大阪ガスエネルギー・文化研究所主催）より 
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記録画家・堤楢次郎の歩み（前述・注記資料から） 

• 明治29（1896）年、大阪・旧鶴橋村味原池
近く（現天王寺区味原あたり）に生まれる。 

• 大正4（1915）年、大阪画壇で評価を得、大
阪・高島屋美術部に勤務。この頃から鶴
橋・猪飼野と周辺の風景を、精力的に描き
始める。 

• 20代で旧鶴橋町猪飼野（現東成区玉津）に
移り住み、当時の大阪の画壇の大家、山口
艸平や久保井翠桐に師事。号は梨雪。 

• 24～5歳頃に書道家のアサコと結婚。 
• 1930年代から旧鶴橋村木野（現生野区桃

谷）で印刷業を営む。 
• 戦後は、牧村史陽の佳陽会に入会。郷土

史研究とともに、「大阪百選」「鶴橋、猪飼野
５部作」等を描く。 

• 昭和58（1983）年、87歳で永眠。 
• 大正から昭和にかけ、激変する大阪のまち

と暮らしの記録に力を注いで、400点に上る
貴重な作品を後世に残した。とりわけ、生ま
れ育った地へのまなざしはあたたかい。 

22歳頃 

71歳頃（自画像） 

同人達と（右端） 
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水辺から大正・昭和の大阪を描く 

• 東には河内平野に実りを運んだ川とため池の数々
が、西には城下町の賑わいを支えた堀川が、上町台
地の輪郭を際立たせ、大阪の発展を支えてきた。 

• 楢次郎の作品で注目したいのは、「大大阪」と呼ばれ
た時代の表面の華やぎにスポットを当てるのではな
く、むしろその繁栄を下支えしている生業や交通のあ
りようや、発展の一方で失われていく身近な風景こ
そ、描き留めるべき対象と定めているところ。 

• 激変するまちの風景の最前線が、上町台地を挟ん
で、水都・大阪のそこここに広がっていた。 

• 楢次郎が描いた水辺の風景から、移り変わっていく時
代の空気まで伝わってくるよう。 

『上町台地 今昔タイムズ』vol.4（2015年春・夏号）から 
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「淀屋橋南詰」 〈大正5（1916）年〉 
市電の開通にともない淀屋橋は赤い鉄橋に架け替えられました。左上に見えるのは日本銀行
で、右上の赤い鉄枠は「仁丹」のイルミネーション。 

「東横堀丸町の浜にて」 〈大正4（1915）年〉 
東横堀川の「本町の曲がり」付近を描いたもの。このあたりの川の両側には染め物屋（捺染
工場）が並んでいました。川で染め布を洗い、風が干場の染め布をなびかせる光景は、初夏
の水都の風物詩だったそうです。 

「明治晩年の小橋乃付近」  
画面の右下を走る城東船の蒸気機関車。右が北で、上町台地東側の小橋付近が俯瞰で描か
れています。堤楢次郎が生まれたのはこの近く。産湯稲荷神社の北には味原池がまだありま
した。「桃山」「桃谷」などの地名とゆかりある桃畑のほか、茶畑や梅畑、草地などが広がって
いた様子も描かれています。 

「大阪工廠（城東練兵場にて）」 〈昭和4（1929）年〉 
戦前までは、大阪城の周辺一帯には、大阪砲兵工廠と呼ばれる一大軍事工場群が広がって
いました。楢次郎は川向うの工場群を練兵場の方から描いたようです。 

「月」 〈大正7（1918）年〉 
東区大川町（現在の北浜4丁目あたり）のビルの屋上から描かれた絵と思われます。この付近
は当時、大阪の金融・商業の中心地として栄えていたところ。瓦屋根の商家が建ち並ぶ中に、
洋風の住友本家の建物も見られます。 

（前述・注記資料から） 
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台地の東に広がる沃野と暮らしの変貌 

• 楢次郎が生まれ育った鶴橋・猪飼野周辺の風景を記
録し始めたのは、ちょうど今から100年ほど前のこと。 

• 「大大阪」の開発の足音とともに、慣れ親しんできた田
園風景が、長屋と工場が建ち並ぶまちへと変貌を遂
げようとするとき。 

• 現在は暗渠の猫間川や、川筋を変えた平野川の旧の
姿がまだ見られ、西に上町台地、東は遥か生駒山の
麓を見渡せるまでに沃野が広がっていた。 

• 日常の風景が刻々と近代化していく様子を、楢次郎
のまなざしと、その時代に育った地域の方々の思い出
を重ねて、たどっていくことができる。 
 

『上町台地 今昔タイムズ』vol.4（2015年春・夏号）から 
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（前述・注記資料から） 

「平野川 東成郡鶴橋町の北端（三枚橋）」 〈大正4（1915）年〉 
一面に広がる田んぼのなかを流れる旧平野川。そこに板を3枚組み合わせた橋が架けられて
います。左端の家屋は玉造駅近くにあった二軒茶屋と記されています。その後の耕地整理で、
あたりは一気に市街化していきました。 

「亀の橋（平野川）」 〈大正13（1924）年〉 
画家として世に出た頃、楢次郎はこの橋の付近に住んでいたそうです。このあたりから北東に
流れていた旧平野川に架かっていた亀の橋。行き交う人々の様子に、当時の暮らしがうかが
えます。現在、親柱だけ民家の脇に遺されています。 

「猫間川」 〈昭和7（1932）年〉 
現在は暗渠になっている猫間川の川べりで、30代半ばの楢次郎は印刷屋を営んでいたそうで
す（中央「名刺はがき」の看板の店）。川の手前には牧場があり、そこから見えた対岸の様子を
描いています。 

「平野川 鶴之橋一丁目」 〈大正5（1916）年〉 
鶴の橋は猪飼野の旧平野川に架かっていた橋。この絵はそこから100メートルほど北の風景。
水際に降りる道があり、きれいな川水で洗い物もできました。 

「城東線 桃谷駅」 〈大正8（1919）年〉 
上町台地の東縁と猫間川の間を走っていたこの鉄道線は、当初は私鉄で、国有化された後の
明治42（1909）年に城東線と改称されました（現在はJR大阪環状線）。昭和7（1932）年からの
工事で順次高架化されていく以前の駅の様子を描いています。 
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（前述・注記資料から） 

「明治41年 その頃の桃山駅（桃谷駅）付近の図」 〈明治41（1908）年〉 
上町台地の麓を南に走る蒸気機関車。その後方には毘沙門池から細工谷まで、台地東側
の様子が描かれています。手前に広がる農村の風景のなかに、北流する猫間川やそこに
流れ込む水路、弥栄神社と御幸森天神宮の間を流れる昔の平野川と「つるのはし」も描か
れています。 
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堤楢次郎の画業と作品の評価など 

【明尾圭造氏（大阪商業大学総合経営学部准教授   

 ※日本美術史）】 
 
• 風景にとどまらず、その奥にある世界、風や人

声、生活臭が描き込まれた独自な世界。 
• 写真が一般的でなかった時代にあって、楢次郎の

作品は、鶴橋・猪飼野地域周辺の景観を考える上
で、類のない歴史資料ともいえる存在。地域を描く
なかで、郷土史研究の道に入り、ますます対象を
先鋭化していった。 

• 「生業を持ちながら、郷土の研究、作画に余念が
なかった楢次郎をみていると、如何にも大阪的な
画家を想起させる。大正期、博覧会に出品を重
ね、様々な賞を受けながら、地域の研究や定点作
画に喜びを感じる楢次郎は、もはや展覧会への出
品とその評価に一喜一憂する画家ではなかった。
自らの生涯をかけて、描く（調査する）対象を定め
た楢次郎に人生の潔さを感じるのは私だけであろ
うか」（『あしたづ』第15号（2013年2月） 

上町台地 今昔フォーラムvol.4（2015年9月12日）より 
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堤楢次郎の画業と作品の評価など 

【加藤政洋氏（立命館大学文学部教授  
 ※社会・歴史地理学）】 
 
• 楢次郎さんがすばらしいのは、描いた

場所をきちんと特定してあること。どの
場所をどの方向からみたかが書き添え
てある。記録の意味を込めた絵である
こと。 

• なおかつ、その社会的、歴史的背景
が、小野賢一さんたちの研究によってし
っかり位置づけられている。 

• さらに「上町台地 今昔タイムズ」第4号
では、古老たちへの取材により、その当
時の記録、記憶が盛り込まれている。
大阪の都市の広がりをこうした絵の中
から読み取っていくような試みは、いろ
んな可能性を持つことを今、強く感じて
いる。 

上町台地 今昔フォーラムvol.4（2015年9月12日）より 
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…人がつくるまちや村も、時間軸を持って眺めて
みれば、成長と衰退を繰り返していく、生命体の
ようなもの。そのような存在であることを前提に、
都市の将来を考えていかなければならないのだ
と、戦災を超えて残されてきた貴重な作品や資料
、証言の数々が語りかけてくれる。同時に、目を
向けるべき豊かなフィールドが目の前に広がって
いることにも気づかせてくれる。… 



 
Ⅳ： おわりに  

未来への記憶を呼び覚ます 
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100年前から100年後を見つめる 

• 人口減少にともない、社会の変革が求められる今日、
都市の在り方もまた再考を迫られている。 

• 高度経済成長期に一般化した職住分離の時代から、
再び住まいと商い、人と人、人とまちの関係の在り方
を組み立て直していく時代を迎えている。 

• 都市の中心部と周縁部の役割をダイナミックに再構
築していくこと、あるいはその関係性を有機的重層的
に編んでいくことなど、縮退する都市の活路を開く可
能性を探ることに意味がある。 

• 上町台地をとりまく水辺から、大阪を捉え直す、堤楢
次郎の100年前のまなざしは、時を貫いて、未来に向
けられている。 
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ご案内 

ホームページで「上町台地 今昔タイムズ」をはじめ、    
U-CoRoプロジェクトのコンテンツをご覧いただけます 

 「大阪ガスCEL」×「U-CoRo」で検索ください 

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html 

 

ご清聴ありがとうございました 

 

http://www.osakagas.co.jp/company/efforts/cel/ucoro/index.html
http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html
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